
本年もどうぞよろしく
お願いいたします
本年もどうぞよろしく
お願いいたします

あけまして
おめでとうございます
あけまして
おめでとうございます

 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
再
選
と
い
う

大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
終
息
の
兆
し
が
見
え

な
い
ま
ま
、
も
う
す
ぐ
丸
3
年
を
迎
え
ま
す
し
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
戦
争
も
約
2
年
3
ヵ

月
以
上
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
混
沌
と
し

た
国
際
情
勢
が
日
本
や
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど

ん
な
影
響
を
与
え
る
の
か
、
先
が
見
通
し
に
く

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
世
界
的

に
も
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
け
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
身
近
な
「
ご
み
処
理
の
有
料
化
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
が
、
今
年
は
「
食
」

と
い
う
視
点
か
ら
環
境
問
題
を
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
牛
肉
を
1
0
0
ｇ
生
産
す
る
の
に
ど
れ
く
ら

い
の
水
が
必
要
か
ご
存
じ
で
す
か
？
餌
と
し
て

使
わ
れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
に
は
1
0
0

ｇ
あ
た
り
約
1
8
0
L
の
水
が
必
要
で
す
が
、

牛
は
こ
う
し
た
穀
物
を
大
量
に
食
べ
て
育
つ
た

め
牛
肉
1
0
0
ｇ
あ
た
り
約
2
0
0
0
L

（
5
0
0
ml
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
4
0
0
0
本

分
）
の
水
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
牛
の

ゲ
ッ
プ
に
含
ま
れ
る
メ
タ
ン
は
二
酸
化
炭
素
の

25
〜
30
倍
も
の
温
室
効
果
が
あ
り
、
そ
の
量
は

全
世
界
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
の

約
5
%
を
占
め
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
相
当
な
環
境

コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
近
年
、
食
用
に
で
き
る 

”肉

ら
し
さ
‶
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
技
術
発
展

を
受
け
て
「
培
養
肉
」
が
世
界
的
に
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
「
培
養
肉
」
と
は
動
物
の
細
胞

か
ら
作
る
人
工
肉
の
こ
と
で
す
。
「
代
替
肉
」

は
植
物
性
の
原
料
か
ら
作
っ
た
肉
の
よ
う
な
食

品
の
こ
と
（
例
え
ば 

”大
豆
ミ
ー
ト
‶
な
ど
）

で
す
が
、
「
培
養
肉
」
は
動
物
の
細
胞
を
主
原

料
と
し
た
食
肉
で
す
。

　
培
養
肉
は
主
に
人
口
の
増
加
に
よ
る
食
料
危

機
へ
の
対
応
策
と
し
て
期
待
さ
れ
る
と
共
に
、

環
境
保
護
の
観
点
か
ら
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
前
述
の
よ
う
に
牛
肉
の
生
産
に
は
大
量
の

穀
物
と
そ
れ
を
育
て
る
水
が
必
要
で
す
。
肉
を

増
産
す
る
に
は
、
家
畜
の
エ
サ
と
な
る
大
量
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
既

に
現
状
、
地
球
上
に
存
在
す
る
農
地
の
う
ち
約

8
割
は
畜
産
の
為
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
農
地

を
増
や
す
た
め
に
さ
ら
に
森
林
を
伐
採
す
れ
ば

温
暖
化
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

培
養
肉
は
、
穀
物
を
利
用
し
て
肉
を
育
て
る
よ

り
も
効
率
よ
く
肉
を
生
産
で
き
る
た
め
、
水
資

源
の
保
護
も
期
待
で
き
ま
す
。
海
外
で
は
実
用

化
に
向
け
て
多
く
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お

り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
米
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で

は
培
養
鶏
肉
の
販
売
を
承
認
し
て
い
ま
す
。
コ

ス
ト
や
安
全
性
の
議
論
等
々
の
課
題
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
う
し
た
新
た
な
技
術
革
新
に
よ
っ
て

自
然
環
境
と
人
類
の
食
の
確
保
を
両
立
す
る
こ

と
も
将
来
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
私
達
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
も

の
と
し
て
魚
介
類
が
あ
り
ま
す
。
政
府
は

2
0
3
2
年
度
に
食
用
魚
介
類
の
自
給
率
を

94
％
ま
で
上
げ
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
食
用
魚
介
類
の
自
給
率
は
59
％

（
2
0
2
1
年
度
）
で
す
。
水
産
庁
に
よ
る
と
、

日
本
の
漁
業
に
お
け
る
生
産
量
は
1
9
8
0
年

代
ご
ろ
か
ら
減
少
し
、
1
9
8
4
年
の
ピ
ー
ク

時
は
1
2
8
2
万
ト
ン
だ
っ
た
の
が
、

2
0
2
3
年
に
は
3
2
7
万
ト
ン
ま
で
落
ち
込

ん
で
お
り
、
そ
の
原
因
に
は
乱
獲
に
よ
る
資
源

枯
渇
と
海
洋
温
暖
化
に
よ
る
生
態
系
変
化
、
漁

業
従
事
者
の
高
齢
化
と
人
材
不
足
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
状
況
下
「
陸
上
養
殖
」
が
増
え
始
め

て
い
ま
す
。
陸
上
養
殖
と
は
そ
の
名
の
通
り
、

人
工
的
に
作
っ
た
陸
上
の
環
境
下
で
食
用
の
魚

を
育
て
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
小
規
模

で
行
っ
て
い
る
事
業
者
は
い
ま
し
た
が
新
規

参
入
が
2
0
1
6
年
ご
ろ
か
ら
増
え
始
め
、

2
0
2
2
年
の
累
計
事
業
者
数
は
1
2
4
件
と

2
0
1
5
年
と
比
べ
て
倍
増
、
特
に
近
年
は
大

手
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
新
規
参

入
が
増
え
て
い
ま
す
。
地
元
福
島
市
の
ス
ー

パ
ー
「
い
ち
い
」
も
N
T
T
東
日
本
・
岡
山
理

科
大
学
と
一
緒
に
紅
鮭
の
陸
上
養
殖
事
業
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
天
然
魚
は
地
球
温
暖
化
や

乱
獲
の
影
響
で
水
揚
げ
が
安
定
せ
ず
、
海
面
養

殖
は
水
温
や
寄
生
虫
と
い
っ
た
自
然
環
境
の
影

響
が
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
漁
業
権
が
必
要
で

新
規
参
入
が
難
し
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

海
面
養
殖
も
近
年
急
増
し
て
い
ま
す
が
適
し
た

海
域
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
以
上
増
や

す
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
に
比
べ
て
陸
上
養
殖
は
大
手
企
業
が
資

本
力
や
技
術
を
活
か
し
て
大
規
模
に
生
産
す
る

に
は
最
適
で
す
。
加
え
て
餌
や
糞
で
汚
れ
た
水

は
浄
化
し
て
再
利
用
、
航
空
輸
入
が
減
る
こ
と

で
の
二
酸
化
炭
素
削
減
な
ど
環
境
負
荷
軽
減
に

も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
世
界
的
に
み
て
も
魚
介
類
の
需
要
は
年
々
高

ま
っ
て
お
り
、
世
界
に
お
け
る
漁
業
・
養
殖
産

業
の
生
産
量
は
10
年
前
に
比
べ
て
25
％
増
え
て

い
ま
す
。
陸
上
養
殖
に
も
現
在
は
生
産
コ
ス
ト

が
高
い
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
大
手
商

社
な
ど
に
よ
る
大
型
化
で
の
事
業
化
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
環
境
を
守
り
な
が
ら
魚
介
類
の
安
定
供
給
を

確
保
す
る
に
は
、
従
来
の
漁
獲
と
海
面
養
殖
・

陸
上
養
殖
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
魚
や
貝
は
、

陸
上
の
動
物
と
同
様
に
卵
を
生
み
繁
殖
す
る
の

で
、
再
生
す
る
量
や
速
さ
を
考
え
な
が
ら
漁
獲

量
を
制
限
す
れ
ば
十
分
持
続
可
能
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
食
肉
畜
産
業
に
も
い
え
る
こ
と
で

「
培
養
肉
」
や
「
代
替
肉
」
な
ど
の
新
た
な
技

術
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
従
来
の
畜
産

業
の
在
り
方
も
環
境
負
荷
を
軽
減
し
た
持
続
可

能
な
方
法
に
変
化
し
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

既
に
工
場
で
の
葉
物
野
菜
等
の
水
耕
栽
培
は
店

頭
で
お
馴
染
み
で
し
ょ
う
が
、
今
後
は
デ
ジ
タ

ル
技
術
等
を
活
用
し
て
、
こ
の
分
野
も
さ
ら
に

拡
大
し
て
い
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
人
口
は
80
億
人
を
突
破
し
2
0
5
0
年

に
は
97
億
人
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。
現
在
、

既
に
7
億
人
以
上
の
人
が
飢
餓
に
苦
し
ん
で
お

り
、
人
口
増
に
伴
う
食
料
危
機
へ
の
対
応
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
今
回
紹
介
し
た
新
た
な
試
み
に

は
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

ら
を
解
決
し
、
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
人
類

の 
”食
‶
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
今
年
も
「
人
々
の
豊
か

な
暮
ら
し
と
自
然
環
境
保
護
」
を
両
立
す
べ
く
、

微
力
な
が
ら
私
達
ク
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
メ
ン
バ
ー

及
び
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
っ
て
、
日
々
の
業

務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

”食
“か
ら
環
境
を
考
え
る

株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
テ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
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反
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許
可
品
目

燃え殻、汚泥、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず
（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、ばいじん、
政令第2条第13号に掲げるもの（これらのうち、石綿含有産業廃棄物、水銀含有ばいじん等、水銀使用製
品産業廃棄物及び自動車等破砕物を含み、特別管理産業廃棄物であるものを除く。）以上13種類

お問い合せ
相談窓口

放射能管理状況 放射能管理状況 

安 全 ・ 安 心 の た め に安 全 ・ 安 心 の た め に 　法規定及び福島市との『環境保全協定書』に基づき、放流水の水質を定
期的に測定しています。毎月2回測定（測定は外部専門会社へ委託）してい
る以下の項目は、直近の3ヵ月（9月～11月）は法及び協定書いずれに対し
ても基準値以内でした。

ＢＯＤ⇒水中の有機物が好気性微生物により分解される時に消費される酸素
の量、少数値が良い

ＣＯＤ⇒水中の有機物等を酸化する際に消費される酸化剤の量を酸素の量に
換算したもの、少数値が良い

ＳＳ　⇒水中に浮いている直径2mm以下の粒子状物質の量、少数値が良い

測定対象

場内
埋立場所

処分場周辺

放射線量

放射線量

放射性物質量

放射性物質量

放射線量

0.04～0.11μSv/h（0.06）

0.03～0.17μSv/h（0.08）

不検出

不検出

0.047～0.498μSv/h（0.13）

毎日１回

週１回

月２回

月１回

全車両

放　流　水

地　下　水

搬入廃棄物

測定項目 測定頻度 測定結果（カッコ内は平均値）

（2024年9月～2024年11月の3ヵ月実績）
※場内、放流水、地下水、搬入廃棄物の放射線量等測定結果

1 ㎎/L未満

4 ㎎/L

1 ㎎/L未満

不検出

1 ㎎/L未満

3 ㎎/L

1 ㎎/L

不検出

ＢＯＤ

ＣＯＤ

ＳＳ

大腸菌群数

第１期測定値

60 ㎎/L

60 ㎎/L

3000 個/㎤

法規定基準値

  放流水（水処理後）

第２期測定値

※3ヵ月で最も新しいデータ（2024年11月6日採水）

（※1）

※1　一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令

▲福島市による燃え殻採取

　2024年5月22日、福島市廃棄
物対策課が来場し、廃棄物(燃え殻）
を採取されました。
　検査結果は以下の通り、全て基
準値以内でした。

クリーンテックへようこそ
！

【お問い合わせ先】
窓口：㈱クリーンテック　飯坂クリーンサイト
TEL：024-541-2811（担当：総務課）

●漠然と「怖い」というイメージがあったが、徹底した安全管理と情報公開で、
クリーンで明るいイメージに変わった。
●産業廃棄物の最終処分までの流れを丁寧に分かりやすく説明していただきと
ても勉強になりました。実際の埋め立て処分場を見学できたのも良かったです。
●福島にこのような施設があることを知り、大変勉強になった。多くの人々に
見学を勧めたい。

ご来場いただいた皆様が
興味深そうに施設をご覧
になっている姿がとても
印象的でした。はじめは
人前で話すことに慣れて
おらず緊張しましたが、帰
られる際の皆様の笑顔を
見て安心いたしました。こ
れからも笑顔で皆様をお
迎えいたします！

「見学会についての問い合わせ」とお伝えください。
※見学会は4月～11月までの平日のみの開催となります。積雪等によりやむを得ず中止や延期させ
ていただく場合もございますので予めご了承ください。
※ホームページからもお問い合わせ可能です。　URL：https://www.clean.ne.jp

■燃え殻（採取日　2024年5月22日）

※福島市との環境保全協定に基づき、当社では、マニフェスト（産業廃棄物管理票）の確認や水質デー
タの確認調査を定期的に受けております。

カドミウム 

シアン化合物 

鉛 

六価クロム化合物 

砒素 

総水銀 

アルキル水銀化合物 

ＰＣＢ 

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

0.09以下

1.0以下

0.3以下

1.5以下

0.3以下

0.005以下

不検出

0.003以下

  分析対象項目（抜粋）   分析の結果（mg/L）   基準値（mg/L）

■各行政機関による立入り（2024年9月～2024年11月）
月  日 行政機関 目　　　的

2024年10月 9 日(水)

2024年11月 6 日(水)

立入調査【マニフェスト等書類確認、第一期・第
二期放流水サンプリング】

立入調査【第一期・第二期上下地下水サンプリン
グ、廃棄物サンプリング】

福島市廃棄物対策課

福島市廃棄物対策課

2024年11月19日(火) 立入調査【第二期処分場土堰堤確認検査】福島市廃棄物対策課

■主な御来訪者（2024年6月～2024年11月）
月　日

6 月 7 日（金）
7 月12日（金）
7 月26日（金）
8 月 2 日（金）
9 月 4 日（水）
9 月24日（火）
10月 8 日（火）
10月31日（木）
11月 1 日（金）
11月 8 日（金）
11月27日（水）

団　体　名 人数
蓬莱学習センター「蓬莱アカデミー」
福島市中央学習センター「中央女性アカデミー金曜日コース」
福島民報社主催「みんぽう社会科教室」
宮城県利府町春日一部町内会
福島市渡利学習センター「渡利グレート・アカデミー」
福島市消費生活センター「吉井田歴史愛好会」
福島民友新聞社主催「みんゆう社会科教室」
福島市渡利学習センター「渡利レディースセミナー」
第84回廃棄物の処理に関する北関東・信越福ブロック会議
イトーキ首都圏災害防止協議会
松川地区自治振興協議会・松川町町会長連合会

35名
8名
42名
20名
20名
14名
42名
16名
22名
20名
17名

◀株式会社
　クリーンテックHP

はじめて
見学案内を担当
した総務課のTさん

はじめて
見学案内を担当
した総務課のTさん

　昨年も環境学習の一環として多くの方にご来場いただきました。弊社の活動や
取り組みを多くの皆様に見て知っていただく機会をいただき感謝申し上げます。
来場者の皆様からのご意見を今後の運営に活かし、地域に信頼される安全・安心

な最終処分場を目指して参ります。飯坂クリーンサイトでは見学会を受け付けて
おりますので、見学をご希望の方はぜひお気軽にお問い合わせください。皆様の
お越しを社員一同心よりお待ちしております。

●来場者の皆様からの感想（アンケート一部抜粋）
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